
 

 

 

 
 

 

 
「海苔付け体験」「学校公開」 

「道徳授業地区公開講座」について 
副校長 神戸 大石 

 

「海苔付け体験」 

海苔付け体験では、地域からゲストティーチャーとして来校さ

れた方々に丁寧にご指導いただき、子どもたちの目は輝き、とて

も喜んでいました。私自身も体験させていただき、感動しました。

事前にご準備をしてくださった PTA の皆様方、感謝いたします。 

「学校公開」 

２月２日（金）、３日（土）に学校公開・道徳授業地区公開講座

がありました。学校公開では、授業を通して子どもたちの活躍す

る場面が多くあったかと思います。学校公開のアンケートでは、

タブレットからの電子データでのご回答にご協力いただきありが

とうございます。いただいたご意見を次年度の学校公開に活かし

ていきたいと思います。 

「道徳授業地区公開講座」 

2018 年度から道徳が「特別の教科 道徳」として教科として全

面実施され、およそ５年間が経過しました。命の大切さや、いじ

め防止等、様々な教育課題の背景から教科化されました。道徳教

育の核となる道徳の時間では、45 分間の中で、自ら考えたことや

感じたことを中心に過去の体験を振り返り、自分の心と向き合う

時間です。また、「友達はどのように考えているのか」や「私の考

えと同じだった」、「友達は～なことを考えているんだ」という新

たな発見をし、考えを共有し、これからの生き方を共に考えてい

く時間です。 

道徳授業地区公開講座の道徳授業の公開では、「善悪の判断 自

律 自由と責任」や「個性の伸長」、「希望と勇気、努力と強い意

志」等、道徳的価値(内容項目)について、それぞれのクラスでじっ

くりと考え、友達との話し合いの中でお互いを知る機会にもなっ

たと思います。また、道徳授業地区公開講座の講演会では、大田

区立馬込第三小学校の指導教諭である小林 沙友里先生をお招き

して、「家庭・地域と連携した道徳教育」を演題にして講演をいた

だきました。「家庭や地域でのどのような場面でのかかわりが道徳

的価値(内容項目)の話につながっているのか」や「実際にご自身が

大森地区を歩いて感じたこと」等のお話をいただきました。参加

した方より「もっと聞きたかった」と感想が出るほど素晴らしい

内容でした。次年度の道徳授業地区公開講座講演会では、ぜひ、

より一層のご参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆３月の避難訓練は、日時の予告なしで行います。 

☆４月の詳細な予定は、貴船だより４月号(4/8発行)でご確認ください。 
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1 金 衛生チェック 読書タイム  

2 土   

3 日   

4 月 
ありがとうキャンペーン 全校朝会 

委員会活動（4年代表・5・6） 
 

5 火   体育朝会（1・2） 遠足(6) 補習教室 〇 

6 水 体育朝会（3・4） 下校指導（1）  

7 木   体育朝会（5・6） 補習教室   

8 金 安全指導 読書タイム 〇 

9 土 土曜授業 土曜補習  

10 日     

11 月 一校一取組 全校朝会 通常 4時間(1) 5時間(2～6)  

12 火   音楽朝会 補習教室 〇 

13 水   誕生会給食  

14 木   補習教室  

15 金 記名タイム 読書タイム  

16 土     

17 日     

18 月 
全校朝会 特別時程 4時間（1～4）6時間(5・6)  

卒業式予行(5・6) 
 

19 火 補習教室  

20 水 春分の日    

21 木 大掃除 給食終 卒業式前日準備（5）  

22 金 卒業式（5.6） ※1～4年登校なし  

23 土   

24 日   

25 月 修了式 通常４時間(1～5)  

日 
曜

日 

 

 

5 金 春季休業日終 前日登校(2･6)  

8 月 始業式 入学式 保健調査票配布(1)  

9 火 
定期健康診断始 大森東中学校入学式 

保健調査票配布(2～6) 給食始(2～6) 

発育測定・視力・聴力（4～6） 

 

３月 

目標 

令和６年２月２９日発行第１２号 

大田区立大森第一小学校 

校 長 鈴 木 伸 作 

 

 

 

 

 

 

 

     

学校 HPもご覧ください。  http://academic2.plala.or.jp/omr1-e/ 

―健康で安全な生活ができる子―おもいやりがあり仲よく助け合う子―自ら考え行動する子― 

 

生活目標「学年のまとめをしよう」 

保健目標「健康生活のふりかえりをしましょう」 

給食目標「楽しく食事をしよう」 

 

春休みの過ごし方 

生活指導主任 岩本 瞬 

春休みは一年間の成長を振り返るとともに新しい学校生活や学年を

迎えるための重要な時期です。今年度は、交通ルールや自転車の乗り

方（ヘルメットの着用）、公共施設の使い方や SNSの活用方法（インタ

ーネットとの関わり方）について各学年で指導しました。また、心配

事や悩みがある時は誰かに相談することも学年に応じた話をしまし

た。「春休みのしおり」（後日配布）や「困ったときの相談窓口」もご

参照いただき、お子さんが案して楽しい春休みを過ごせるよう、ご家

庭でも見守ってください。 



６年生の教室から 

６年担任 五十嵐 友一 舘岡 将之 塩崎 裕也 

３月 22 日（金）の卒業式をもって６年生は、大森第一小学校を

旅立ちます。この６年間では、たくさんのことを学びました。勉

強はもちろんのこと、友達との関わり方、お世話になった人への

感謝の気持ちをもつことなど、これから先、生きていく中で必要

なことを、しっかりと身に付けることができました。 

今、この６年生は卒業式という「最後の授業」である晴れ舞台

に向かって各教室やオープンスペースで練習をしています。 

■大きな声での返事 ■卒業証書の受け取り方 

■姿勢       ■起立・気を付け・礼などの作法 

意識しなければいけないことがたくさんあります。 

 卒業式練習に取り組んでいる子どもたちの表情は、卒業生とし

ての凛々しい表情と、卒業することに対しての寂しさを感じる表

情が見られます。様々な気持ちをもって練習に取り組んでいる姿

を見ると、担任一同、目頭が熱くなる瞬間がたくさんあります。 

 この学年は、１年生の時と比べて本当に成長しました。団体行

動が苦手だった子が、今では６年生全体を引っ張る子に成長しま

した。席に座って授業を受けるのが苦手だった子が、今では１年

生のお世話を率先して行い、１年生からとても慕われています。

友達と関わるのが苦手だった子が、今では毎日、休み時間にいろ

いろな友達と仲良く遊んでいます。 

「６年間で本当に成長しました。」といえば簡単ですが、子ども

たちには大森第一小学校での一人一人の物語が濃く深く刻まれて

います。 

 今年の６年生は、「Story～一人一人の物語～」をテーマに掲げ

１年間過ごしてきました。大森第一小学校の自慢の子どもたちで

す。３月 22 日（金）に控える卒業式では、どんな凛々しい表情を

見せてくれるのか楽しみです。保護者の皆様、地域の皆様、教職

員の皆様、長い間、子どもたちに温かいお声掛けをありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動のふりかえり 

教務主任 平間 詩乃 

今年度も「教育活動 振り返りアンケート」にご協力いただき、

ありがとうございました。今年度より、学校公開はじめ、各教育活

動に関するアンケートは、電子（QR コード）にてご回答いただく

形を取らせていただいております。毎回、速やかなご回答に感謝い

たします。操作方法においてご不明なことがありましたら、いつで

も学校へお問い合わせください。 

さて、今回の結果（別紙参照）では、「学校は、子供たちにとっ

てわかりやすい授業をしている」「学校は、基礎的・基本的な学力

の定着に取り組んでいる」「学校は、タブレット PC 等の ICT 機器

を活用した教育活動を行っている」の項目において、多くの方に「そ

う思う」と答えていただきました。タブレットやデジタル教科書を

活用した学習が、子どもたちの学習への理解を深めていることが推

測されます。さらに、感染症が緩和されて教育活動が通常に戻りつ

つある中で、「学校は、教育活動を理解してもらえるような公開を

行っている」の項目の数値が上昇したことは喜ばしいことです。こ

れからも、お子様の活躍の様子をご覧いただけるようにいたします。

また、子どもたちは、異学年交流を通して、友達の大切さを学んだ

り、上級生や友達に憧れの気持ちを抱いたりしています。そのよう

な関わりが、数値にも表れていますし、長い目で見ると、お子様の

自己肯定感を高めることにも繋がると考えております。 

一方、「児童に、主体的な学習態度が身に付いた」「児童に、学ぶ

意欲と学ぶ力が育った」の項目については、昨年度までと同様に数

値は好転しませんでした。今後も、教師は子どもたちの興味・関心

を大切にしながら授業の工夫に努めます。皆様からいただいた貴重

なご意見を、これからの教育活動に反映させてまいります。引き続

き、皆様にはご支援いただきながら、保護者の皆様と学校、地域が、

共に子どもたちの成長を支えられたらと思います。本年度も、本校

の教育活動にご理解とご協力を賜りまして誠にありがとうござい

ました。 

今年度の研究報告 

研究主任  安江 航平 

教員の授業力向上のために、今年度も全学年で研究授業を行い、

講師の先生方を招いてご指導いただきました。 

 

 

 

 

 

 

今年度は「よりよい未来を実現するための創造的な資質・能力

の育成 ～地域と連携し、自分ごと化できる『おおたの未来づく

り科』の単元デザイン～」という研究主題を掲げ、令和７年度か

ら本格実施となる大田区独自の新教科「おおたの未来づくり」に

ついて、本校独自のカリキュラムを開発しました。ご指導いただ

いた外部講師の皆様からは「本格実施の２年前の現段階で、既に

学校独自の授業がつくられることを高く評価する」、「地域の特色

を生かした授業が考えられている」といった、肯定的な評価をい

ただきました。次年度も、児童の創造的な資質・能力を伸ばして

いけるように指導してまいります。 

今年度も本校の研究活動を知っていただきたく、保護者の皆様

に「研究だより」を学年ごとに発行しました。児童と共に、教員

も学び続けようとする姿が、少しでも伝われば幸いです。 

＜今年度ご指導いただいた先生方＞ 

 立正大学  講師  清水  一豊  先生  

 大田区教育委員会 指導主事 遠藤 健太 様  

 大田区教育委員会 指導主事 村松 千恵子 様 

大田区教育委員会 指導主事 原口 慧史 様  


